
１．はじめに

アフガニスタンは1978年から現在まで内戦が続いて

いる．日本でのアフガニスタンに関する報道のほとん

どが戦争であり，日本人にとって，アフガニスタンは

治安が悪く非常に危険な国という印象が先行し，大干

ばつの事はほとんど知られていない．近年，アフガニ

スタンが大干ばつに襲われている．2018年OCHA

（国連人道問題調整事務所）は，餓死線上330万人，飢

餓線上830万人，合わせると，アフガニスタンの人口

3000万人の1/3に及ぶ飢餓人口の急増を訴えている．

ユニセフ，WFP（国連世界食糧計画）も警告を出し，

国際NGO（非政府組織）らが救援を訴え始めた（中

村 2019）．

2017年２月12日に一般社団法人Com aqua主催，

京都大学大学院地球環境学堂協賛，近畿農業土木事業

協会，環境技術学会後援で，アフガニスタンで灌漑事

業活動を行っている医師中村 哲氏の技術助言を目的

として，講演会が京都で開かれた．中村 哲氏は支援

NGOペシャワール会と共に，1989年から診療活動を

開始し，2000年の大干ばつ以来，人々に飲み水，農業

用水を確保するためにアフガニスタン東部で井戸や用

水路建設を開始している（中村 2017)．干ばつによ

り，栄養失調，腸内感染症が急増したことが医師，中

村氏が自分の専門でなかった灌漑事業をはじめたきっ

かけとのことである．

その講演で，彼は，アフガニスタン人が望んでいる

ことは２つあると言っている．「一つは一日に三度の

食事を取る事，一つは家族と一緒に生活すること」で

ある．アフガニスタンで農業・牧畜に従事している人

は就業人口の59％であり（永田 2017)，農業・牧畜が

基幹産業である．「現在は村で食べられないから，戦

争に動員されているが，自分の村で，食糧生産がで

き，家族と一緒に生活できるなら，彼らは村に帰って

くる」とのことである．
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アフガニスタンでは，近年，大干ばつが頻繁に起き，また，洪水も起きているとの報告がある．ここではその背

景となる気候データの把握を目的として，文献やアフガニスタンの気象観測データを使い，降水量の経年変化，変

動，地域分布，季節変化についてまとめた．さらに，干ばつや洪水の状況と原因についても調べた．

その結果によると，アフガニスタンで起きている干ばつは，３つの原因がある．(1)地球温暖化の影響を受けた

急激な気温上昇（1.8℃/60年）と春の降雪量減少に伴う，標高4500m以下の山の夏の残雪の喪失による渇水，(2)

春の降雨減少による干ばつ，(3)気温上昇による蒸発散量の増加．

また，洪水の原因は次の２つがあることがわかっている．(1)春の強い雨による洪水，(2)春～夏の急速な雪解

けによる河川沿い洪水．

将来の気候変化についてもUNEP（国際連合環境プログラム）とNEPA（アフガニスタン環境保護庁）によっ

て予測されており，地球温暖化に伴う気候変動の影響により，干ばつがさらに増えると予想されている．
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中村氏が活動するアフガニスタン東部のナンガルハ

ル州も干ばつが進行している．また，洪水も頻繁に起

きている．このような灌漑事業活動を進めて行く上

で，近年のアフガニスタンの降水に関する気象データ

が必要である．本解説はアフガニスタンにおける灌漑

事業計画の支援を目的として，アフガニスタンにおけ

る降水の特性，そして，気候変動がアフガニスタンの

降水や干ばつ，洪水にどのように関係しているかにつ

いて，文献及び気象データを調査し，アフガニスタン

の降水量，降雪量とその変化についてとりまとめ，解

説したものである．このような文献調査と解説は今ま

で日本では行われていない．筆者は，この小論が，ア

フガニスタンにおける灌漑計画の一助となること，そ

して，日本で気象学に携わっている人々が，アフガニ

スタンに関心を持ってくれることを期待している．

２．温帯冬雨気候をもたらす偏西風の季節変化

アフガニスタンの降水の特性について理解するため

には，最初に，アフガニスタンの気候について理解し

ておく必要がある．アフガニスタンは，北緯29.4°～

38.4°の間に位置する．これは日本では鹿児島県屋久

島のやや南から宮城県の仙台の緯度に相当する．ケッ

ペンの気候分類では温帯冬雨気候（＝地中海式気候）

と草原気候に該当する（吉野 1978)．地中海式気候

は，夏季は乾燥して，冬季に雨が降る気候である．日

本など中緯度は偏西風帯に位置し，上空は年間を通し

て強い西よりの風が吹いている．アフガニスタンは冬

季には偏西風帯に入るが，夏季には入らない．冬季

は，偏西風波動に伴い，前線や低気圧が周期的に通過

し降水があるが，夏季は偏西風帯には入らず，上空の

500hPa高度面は高気圧帯（中緯度高気圧帯）にな

る．この中緯度高圧帯は地球の赤道から中緯度に向う

大気大循環であるハドレーセルの下降気流帯にあたる

ので，年中晴天のところが多い．東西に分布する世界

の砂漠はこの下降気流帯に位置している．地上付近の

風には，海洋と大陸間の季節風（モンスーン）が加わ

る．夏季にインド洋からのモンスーンが入るのはアフ

ガニスタン南東部の一部（第１図のホウストなど）だ

けであり降水があるが，それ以外の地域はモンスーン

が入らず，大陸からの乾燥した空気が流れ込み，雨が

降らない．

３．アフガニスタンの地形と気候

アフガニスタンは地形と気候によって第１図に示す

５つの地域に分けられている（Aich and Khoshbeen

2016)．

(1)北東部のヒンドゥークシュ地方はアフガニスタン

で最も標高が高い山岳地帯（最高7492m）であ

る．ここでアフガニスタン最大の降水量を受け取

り，東部の都市ジャラーラーバードを流れるク

ナール川の水源となる．

(2)北部平原の平均高度は約600mで，主に草原に覆

われている．この地域はやや乾燥しているが，農

業，特にアーモンドの木や羊，山羊の放牧にとっ

て重要である．

(3)中央部の中部高地は，最高6400mの山と深い渓

谷を特徴としている．ヘルマンド川，ハリー川な

ど西に流れる大河川の水源である．

(4)東斜面は，インドのモンスーンの湿った空気が入

り，中部高地の高い山に遮られ上流側の斜面に雨

をもたらす．ここは森林に覆われており，農業が

可能である．しかし，多量の雨は洪水と土地／泥

の流れを引き起こす可能性がある．

(5)南部高原は砂漠に覆われている．川沿いや湿地帯

でのみ農業が可能である．ヘルマンド川は地域を

分け，ヘルマンド湖に栄養を与える．この地域で

は，砂や砂塵の嵐が発生しやすい．

４．地域別，気温，月別降水量，積雪量

第１図には国連の世界気象機関WMO（2017）に

保管されているアフガニスタンの21測定局における降

水量，気温データの平年値も記載してある．期間は

1961年から1990年のものである．アフガニスタンの全

測定局平均年間降水量は299mmであり，世界の中で

少ない方である．年間降水量は，中部高原にある標高

3365mのノースサランで最大で992mm，南部のザラ

ンジュで最小52mmである．アフガニスタンは植生に

よる気候分類では草地や砂漠（南部）に該当する．季

節別には第１表に示すように，冬から春にかけて降水

があり，夏から秋（６月から10月）は，大部分の地域

はほとんど降水がない．南東部の一部ではインド洋か

らのモンスーンが入り，降水がある．

アフガニスタンの測定局は地点間の高度差が大き

く，年平均気温地域分布には緯度変化と高度変化の両

方が重なっているので，第１図の中のボックスの中段

に海面高度に補正した気温も示した．（－0.6℃/100m

の気温減率で補正した．）北部平原と南部高原では海

面高度に補正した気温は４～５℃の差があるが，これ
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は日本の南北の同じ緯度の気温差とほぼ同じである．

地域による標高の差が大きいので，第１図中のボック

スの上段の気温には標高の影響が入っている．例え

ば，中央高地の都市バーミヤン（標高2550m）で年平

均気温は6.9℃である．第２図に各地域の代表的な測

定局における月別の平均，最低，最高気温を示す．

バーミヤンの１月の最低気温は－12.1℃であり，冬の

寒さが厳しい．また，南部台地のザランジュでは夏の

最高気温が42.8℃と暑さが厳しい．アフガニスタンで

は冬と夏の気温差は30℃程度あり，大きい．夏の暑さ

が厳しく，冬は寒いのがアフガニスタンの特徴であ

る．

第３図は2008年９月～2010年８月にかけての，２年

間の降雪量の測定値である（Agromet Project of US

 

Geological Survey in Afghanistan and Agromet
 

Network 2011)．降雪量は中央高地が多い．北部，南

部，東部は少ない．また，標高の高いところほど降雪

量は多い．標高3000mに近い中央山岳地域では，年

間降雪量が２～３mに達する．標高3365mのノース

サラン峠では平年値（1960～83年）で年間の日最大積

雪深は4.5m，年間降雪日数は98日である（United
 

Nations Statistics Division 2019a,b)．

５．アフガニスタンの気温と降水量の変化

Aich �F�U���B�M.（2017)，Aich and Khoshbeen（2016)，

Afghanistan NEPA �F�U���B�M.（2016）によって，アフガ

ニスタンの過去60年間（1950～2010年）の気候変化解

析が行われた．学術的なデータ解析方法はAich �F�U

第１図 アフガニスタンの地形と気候による地域区分（ヒンドゥークシュ地方，北部平原，中部高地，東斜面，
南部高原)．図中の数字は，気象測定局における年平均気温℃（上段)，海抜０mに補正した年平均気
温℃（中段)，年間降水量（mm)（下段）の平年値（1961～1990年)．気温の高度補正は－0.6℃/100m
とした．North-Salangは降水量のみを表示．(数値はWMO 2017，背景の地図はFREEWORLD-
MAPS.NET）

アフガニスタンにおける干ばつと洪水―気候変動の影響 775

2019年12月 5


